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家
業
を
事
業
に
発
展
さ
せ
た

両
親
の
奮
闘
を
見
て
育
つ

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
知
ら
れ
る
山
口
県

周
南
市
。
工
業
地
帯
に
も
程
近
い
久
米
の
地

に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
が
絶
え
な
い
一
画

が
あ
る
。
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
中
国
特
殊

株
式
会
社
、
株
式
会
社
吉
本
興
業
な
ど
が
並

ぶ
道
の
先
に
立
つ
モ
ダ
ン
な
白
い
建
物
が
、

そ
れ
ら
中
特
グ
ル
ー
プ
各
社
を
統
括
す
る
株

式
会
社
中
特
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
本
社
屋

だ
。
植
栽
に
囲
ま
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
む

と
開
放
的
な
空
間
に
迎
え
ら
れ
る
。

同
社
の
社
長
、
６
社
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
る
橋
本
ふ
く
み
さ
ん
は
、

三
人
兄
妹
の
長
女
と
し
て
徳
山
市
（
現
・
周

南
市
）
に
生
ま
れ
、
父
・
吉
本
文
男
氏
が

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
汲
み
取
り
業

か
ら
始
め
た
家
業
の
発
展
を
目
の
当
た
り

に
し
て
育
っ
た
。
父
の
下
で
働
く
人
た
ち

と
日
々
の
食
事
も
共
に
し
て
い
た
と
い
う
。

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
父
は
一
般
廃
棄

物
、
汚
水
、
浄
化
槽
な
ど
を
扱
う
徳
山
清
掃

株
式
会
社
（
現
・
中
国
特
殊
）
を
、
母
は
家

庭
ゴ
ミ
を
扱
う
徳
山
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
現
・

吉
本
興
業
）
を
設
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
に
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就
い
た
。

地
元
の
高
校
か
ら
神
戸
の
短
期
大
学
の
文

芸
科
に
進
学
し
た
橋
本
さ
ん
は
、
当
時
は
事

業
に
無
関
心
で
、
卒
業
後
は
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
を
目
指
し
、
旅
行
会
社
へ
の
就
職
も

内
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
先
方
の
都
合
で

入
社
が
果
た
せ
ず
、
保
険
代
理
業
の
研
修
を

受
け
て
21
歳
の
時
に
地
元
で
保
険
代
理
店
を

開
業
し
た
。
や
が
て
兼
業
で
父
の
会
社
の
経

理
を
手
伝
い
始
め
る
と
、
気
に
な
る
こ
と
が

増
え
て
き
た
た
め
、
保
険
代
理
店
を
畳
み
、

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
中
国
特
殊
に
入

社
し
た
。

母
か
ら
後
継
者
に
指
名
さ
れ

半
年
悩
ん
で
経
営
者
に

入
社
後
、
産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
有
限
会
社
中
特
工
事
（
現
・
株
式
会
社
リ
ラ

イ
フ
）
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
M
&
A
に
よ
り

株
式
会
社
藤
井
興
業
が
グ
ル
ー
プ
会
社
に
加
わ

り
、
事
業
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
っ
た
。
橋

本
さ
ん
は
、
生
後
２
カ
月
の
わ
が
子
を
か
ご
に

寝
か
せ
て
子
連
れ
で
出
社
し
た
時
期
も
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
う
し
た
中
で
、
１
９
９
９
（
平

成
11
）
年
に
父
・
吉
本
文
男
社
長
が
他
界
。
数

年
後
、
橋
本
さ
ん
は
母
・
吉
本
英
子
会
長
か
ら

「
あ
な
た
が
や
り
な
さ
い
」
と
後
継
者
に
指
名

さ
れ
た
。

「
自
ら
ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
も
操
作
し
て
い
た
母

に
は
『
女
性
な
の
に
』
と
い
う
意
識
は
毛
頭
な

く
、
娘
の
私
に
対
し
て
も
同
様
で
し
た
」
と

橋
本
さ
ん
。
そ
の
語
り
口
か
ら
は
、
長
年
現

場
で
働
き
、
会
長
と
し
て
グ
ル
ー
プ
を
率
い
、

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
は
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
規
格
で
あ

るISO
14001

の
取
得
へ
と
導
い
た
母
へ
の
敬

意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

と
は
い
え
、
企
業
経
営
は
橋
本
さ
ん
に
と
っ

て
未
知
の
世
界
。
半
年
間
悩
ん
だ
末
に
「
私

が
や
る
し
か
な
い
」
と
２
０
０
７
（
平
成
19
）

年
に
中
国
特
殊
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。

先
輩
経
営
者
を
師
匠
と
仰
ぎ

意
識
改
革
で
新
し
い
社
風
を
確
立

就
任
後
は
、
経
営
に
関
す
る
本
を
読
み
漁
る

一
方
で
、
母
の
友
人
の
先
輩
経
営
者
に
相
談
を

重
ね
た
。
橋
本
さ
ん
の
悩
み
は
、
経
営
の
素
人

で
あ
る
こ
と
に
加
え
「
初
代
を
超
え
て
当
然
」

と
い
う
２
代
目
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
っ
た
。

同
様
の
経
験
を
持
つ
そ
の
先
輩
経
営
者
か
ら
は

多
く
の
指
針
を
与
え
ら
れ
た
と
い
い
、「
間
違

い
な
く
私
の
師
匠
と
い
う
存
在
で
す
」
と
言
い

切
る
。
特
に
「
秘
訣
を
知
り
た
い
」
と
切
望
し

た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ
仕
事
に
も
社
員
が
生

き
生
き
と
取
り
組
む
社
風
の
築
き
方
だ
っ
た
。

「
社
員
が
誇
り
を
持
っ
て
働
く
企
業
」
が
橋
本

さ
ん
の
理
想
だ
っ
た
か
ら
だ
。

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
グ
ル
ー
プ
各

社
の
経
理
や
営
業
、
広
報
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
担
う
中
特
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
設
立
し
、

代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。
先
輩
経
営
者
の
指

針
を
参
考
に
、
橋
本
さ
ん
は
ま
ず
「
私
た
ち
は
、

生
活
環
境
革
命
で
人
々
を
幸
せ
に
し
ま
す
」
と

い
う
企
業
理
念
を
定
め
た
。
そ
こ
に
は
、
廃
棄

物
の
収
集
運
搬
の
み
な
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

環
境
保
全
に
も
努
め
、
地
域
に
貢
献
す
る
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

の
概
念
が
社
会
に
広
ま
る
前
だ
っ
た
が
、
同
社

は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
同
様
の
目
標
を
設
立
時
か
ら
目

指
し
て
き
た
。
朝
礼
で
企
業
理
念
を
唱
和
し
て

社
員
の
意
識
改
革
を
進
め
、
橋
本
さ
ん
は
新
た

な
社
風
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
経
営
者
と
し
て
常
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
り
、
気
に
な
る
話
題
が
あ
っ
た
ら
掘
り
下
げ

て
事
業
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
代
表
例
が
ダ

チ
ョ
ウ
の
飼
育
に
よ
る
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
だ
。

水
分
が
多
く
焼
却
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

要
す
る
野
菜
く
ず
を
回
収
し
て
ダ
チ
ョ
ウ
の

エ
サ
に
す
る
こ
と
で
、
C
O
２
排
出
抑
制
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
卵
か
ら
新
製
品
を
開

発
す
る
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
は
関
心
を
集

め
、
ダ
チ
ョ
ウ
を
飼
育
す
る
プ
ラ
ン
ト
へ
の
見

学
者
が
激
増
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
も
相

次
ぎ
、「
廃
棄
物
や
弊
社
へ
の
関
心
を
高
め
て

く
れ
て
い
ま
す
」
と
橋
本
さ
ん
は
語
る
。

地域に生きる
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教
育
や
ア
ー
ト
に
も
着
目
し

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

英
語
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
ス
ク
ー

ル
の
「
Ｒ
ロ

ッ

ボ

Ｏ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
」
も
新
し
い
事
業
の
一
つ

だ
。「
教
育
の
選
択
肢
が
多
い
こ
と
が
、
地
方

で
有
能
な
人
材
が
育
ち
、
地
域
に
と
ど
ま
ら

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
考
え
て
い
た
時

に
、
こ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
教
育
メ
ソ
ッ

ド
に
出
会
っ
た
と
い
う
。
周
南
校
は
渋
谷
、
福

岡
に
次
ぎ
、
国
内
３
番
目
の
開
校
と
な
っ
た
。

事
業
化
に
当
た
り
採
用
し
た
外
国
人
ス
タ
ッ

フ
は
、
指
示
を
受
け
る
と
た
だ
従
う
の
で
は
な

く
、
必
ず
理
由
を
尋
ね
る
。
世
界
を
見
据
え
た

ビ
ジ
ネ
ス
を
思
い
描
く
橋
本
さ
ん
は
「
外
国
人

ス
タ
ッ
フ
の
採
用
に
よ
り
、
多
様
な
視
点
の
重

株式会社中特ホールディングス
山口県周南市久米3034-1
☎0834-25-0606
https://www.chutoku-g.co.jp/

要
性
を
改
め
て
痛
感
し
、
価
値
観
が
劇
的
に
変

わ
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語
る
。

現
在
、
社
員
の
国
籍
は
さ
ら
に
多
様
化
し
、

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
本
社
屋
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
交
わ
さ
れ
、
刺
激

を
与
え
合
っ
て
い
る
。
橋
本
社
長
自
身
、「
社

長
で
は
な
く
、
橋
本
さ
ん
と
呼
ん
で
ね
」
と
社

員
に
告
げ
、
柔
軟
な
組
織
の
醸
成
を
促
し
て
い

る
。

「
こ
の
本
社
屋
は
、
環
境
と
人
の
関
わ
り
を
創

造
す
る
『
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ※

』
事
業
の
本
拠
地
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
基
地
で
す
。
協
賛
各
社
様
か
ら
贈

ら
れ
た
植
樹
も
『
Rりe
の
森
』
と
し
て
大
切
に

育
て
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
廃
棄
物
を
使
っ
た
ア
ー
ト
公
募
展

を
全
国
規
模
で
展
開
し
て
き
た
「
Ａア
ク
タ
プ
ラ
ス

Ｃ
Ｔ
Ａ
+
」

も
事
業
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。
企
業
や
大
学
と

連
携
し
、
２
０
２
４（
令
和
６
）
年
か
ら
は
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
で
作
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。
同
年

10
月
に
は
経
済
産
業
省
中
国
経
済
産
業
局
の

J-Startup W
EST

に
も
採
択
さ
れ
「
国
か

ら
も
支
援
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
ま
す
ま
す

意
欲
的
だ
。

多
様
性
を
歓
迎
し
、
誰
も
が

柔
軟
に
働
け
る
企
業
で
あ
り
た
い

橋
本
さ
ん
は
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に

山
口
県
女
性
活
躍
推
進
知
事
表
彰
「
女
性
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
を
、
２
０
２
４
年
に
は
内
閣

府
男
女
共
同
参
画
局
よ
り
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
賞
特
別
部
門
賞
『
気
候
変
動
問
題
等
の
環
境

問
題
に
お
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
』」
を
受
賞
し
た
。

女
性
活
躍
推
進
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
女
性
が

真
に
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
問
う

と
、「
女
性
と
い
う
縛
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
外

国
人
や
障
が
い
者
も
含
め
、
誰
に
対
し
て
も
働

く
チ
ャ
ン
ス
を
平
等
に
用
意
す
る
こ
と
で
す
」

と
明
快
な
答
え
。「
こ
の
人
が
い
な
い
と
困
る
」

と
い
う
属
人
化
か
ら
脱
し
、
誰
も
が
柔
軟
な
働

き
方
が
で
き
る
よ
う
、
選
択
肢
を
増
や
し
た
上

で
、
仕
事
ぶ
り
は
き
ち
ん
と
評
価
す
る
成
果
主

義
を
目
指
し
て
い
る
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
設
立
し
た
株

式
会
社
ポ
ー
タ
ル
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の

先
駆
事
業
と
い
え
よ
う
。
同
社
の
提
供
す
る
遺

品
整
理
や
各
種
片
付
け
事
業
は
家
事
を
こ
な

す
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
が
生
か
せ
る
こ
と

か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
女
性
を
多
く
採
用
し
、

家
庭
や
子
育
て
と
両
立
し
や
す
い
パ
ー
ト
勤

務
を
主
体
に
し
て
い
る
。
同
社
設
立
の
際
、
橋

本
さ
ん
は
、
も
と
も
と
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
入

社
し
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
女
性
を
幹
部
に
抜

て
き
し
た
。

「
人
に
も
働
き
方
に
も
多
様
性
を
認
め
、
働
き

や
す
い
職
場
に
し
な
け
れ
ば
会
社
は
発
展
し

ま
せ
ん
。
一
番
大
事
な
の
は
〝
人
〟
で
す
」

地
域
と
の
関
係
性
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ

る
。
人
口
減
少
に
伴
う
廃
棄
物
減
少
の
時
代
を

市
場
の
減
少
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
環
境
保

全
に
つ
な
げ
、
地
域
の
活
性
化
を
け
ん
引
す
る

覚
悟
を
抱
く
。

「
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
弊
社
が
増
収・

増
益
を
保
て
て
い
る
の
は
、
多
彩
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い

る
か
ら
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ

て
く
れ
た
。

w
riter

村
上 

郁
子 

〈
む
ら
か
み・い
く
こ
〉

山
口
県
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
大
学
卒

業
後
、
大
学
研
究
室
勤
務
を
経
て
、
各
種
雑
誌

や
自
治
体
・
企
業
の
広
報
・
情
報
誌
、
記
念
出

版
物
な
ど
の
取
材
・
執
筆
・
編
集
に
携
わ
る
。

※ COIL…Chutoku Open Innovation Lab

5  “本来捨てられるはずのもの”からアー
トを生み出す「ACTA＋」の事業では、
公募展「ACTA＋ART AWARD」を実
施している。受賞作品をはじめとした
アート作品が新社屋COILの中で展示
されている

6  2024年には大阪髙島屋でACTA＋の
ポップアップイベントを開催。壁掛け
アートやオブジェ、サステナブルなイ
ンテリア用品などを販売した

7  2021年のグランプリ受賞作品「Has 
an aura.」（金崎晟南さん作）は、不要
になった電子基板や電子機器の部品で
構成されたロボットのような作品

8  捨てられるコーヒー豆の麻袋を素材と
したドローイング作品「Trashestry」

（Yoko Ichikawaさん作）

写真提供／ 5〜7  株式会社中特ホールディングス

5

6 7

8


